


ころ、生徒達が熱心に授業に参加するようになり、学習態度や生活態度も変わるな

ど効果があがった。 

○紙芝居の授業をきっかけに、日本語に興味を持ち、生徒自ら日本語検定を受けたり、

大学進学を希望する者が増えたりしている。 

○住宅ローンや税金の滞納により、自宅が差し押さえられ、競売にかかることになっ

ても、外国人住民は銀行や裁判所から来た通知が読めないことがある。そのような

方の相談に乗り、少しでも良い条件で解決できるようサポートをしたり、次の住居

を斡旋するなどの活動をしている。良い結果が出ないこともあるが、親身になって

支援を行うことによって、お互いの信頼関係が生まれ、次からは税の滞納をしなく

なり、自分たちも人の力になりたいと言ってくれるようになっている。 

 

Ｑ 今後、活動していくうえでの課題や、その課題を解決するために行政や企業など

に望むことは？ 

○紙芝居の作成は専門の画家に依頼しているため、費用がかかる。補助金も活用して

いるが、今後とも資金的なサポートを行政には期待している。 

○日本に住む外国人の中には、祖国に帰らずに一生、日本に住み続けたいと希望する

方が多くいるため、10 年から 20 年後には、外国人の介護が問題となるだろう。行

政は今からその課題に取り組んでいただきたい。 

○外国人住民にとっては、就労先の確保が課題であるので、県でもしっかり取り組ん

でいただきたい。 

○青少年がサッカーやテニスなどスポーツ活動をする場所が地元にない。子ども用の

公園はあるが、高学年の青少年がたむろして低学年をいじめるため、小さな子ども

達は家でゲームをしている状況。青少年が非行に走らないためにも、スポーツやイ

ベントに参加できる機会をつくってほしい。 

○日系人の中でもディサービスなど老健施設を利用する人が増えてきている。日系人

が利用できるようにして欲しい。 

○役所の縦割り行政の中で、外国人住民の子どもの健全育成を担当する部署がない。

何でもやる課のように一つの窓口ですべて調整してもらえるようにお願いしたい。 

 

【知事の発言】 

皆さんからのご意見を受け、知事からは次のような発言がありました。 

 

○三重県の外国人登録者数は４万６千人であり、多文化共生は県政にとっても大きな

課題である。外国人住民の皆さんは、三重県を良くしていく力になってほしい。 

○ＮＰＯの財政基盤の強化については、県の環境生活部で検討しているところ。 

○外国人の就労や住居、教育問題などは県の政策課題として認識しているが、外国人

の介護はこれまで議論してこなかった。考えていかなければいけない。 

○県としては、企業に対してきめ細かく求人開拓していくことで外国人労働者の就労

を支援していきたい。 

○日系人の介護問題については、老健施設を利用できるだけでなく、適切なサービス



を提供できるよう施設側でも人材を育成しなければいけない。 

○役所の縦割りについては、私も職員に自分の所管だけでなく、三重県民に関するこ

とはすべて丁寧に対応するように言っており、大切なことだと思う。 

 

 

【特定非営利活動法人ハートピア三重とは】 

平成21年度に特定非営利活動法人化し、現在の会員は14名。外国人（特に日系ブラジル人）

の方が安定して就労、生活できる高校レベルの日本語習得を目標に、四日市市笹川地区を中心に

日本語教育等に取り組まれています。 

日本語、特に漢字に親しみを持ってもらうとともに、昔話を通じて日本の文化、日本人の気質

などへの理解を深めることをねらいとして、三重大学と共に笹川地区の小学校低学年以下の児童

に対して、かさ地蔵など６つの昔話の紙芝居の読み聞かせに取り組まれています。 

平成24年度の紙芝居は、四日市市とも連携し、モデル的に実施しており、結果が好評であれ

ば平成25年度以降に市事業として継続実施される予定です。 

 


